










要約 

昭和 48 年・50 年に都立築地産院で出生した新生児のうち骨盤位分娩の 159 例と対照 159

例について比較検討した。 

1）新生児死亡は骨盤位 3例,対照 2例で,骨盤位の 3例は頭蓋内出血(2 例は硬膜下出血)が

主病変であったが,対照の 2例には頭蓋内出血はなかった。 

2)新生児仮死率(Apgar6 点以下)は骨盤位に 52 例,対照 11 例で,Apgar3 点以下は骨盤位に

25 例,対照 1例で P<0.001 で骨盤位に多かった。 

3)斜頚は骨盤位に 32 例,対照に 2 例,先股脱は骨盤位に 11 例,対照に 0 で,両者とも P<０

.001 で骨盤位に多かった。斜頚は手術を行ったものが 2例,他は自然治癒した。 

4)上腕神経叢麻痺は骨盤位に 4 例,対照に 0,3 例は新生児期に治癒,1 例は 2 才まで治癒し

た。 

5)2 才以上の追跡は骨盤位 104 例,対照は 106 例に行なった。精薄・言語障害・てんかんは

骨盤位に5例,対照に1例であった。障害のやや重いものが2例あり,1例は言語障害・IQ55,

他の例はてんかん・DQ59.5 で骨盤位との関係が疑われた。 

6)骨盤位の際予紡のため帝切を行うことがすすめられている。私どもの成績では分娩時胎

位,分娩法による差はなかったが,症例・適応を選んで行うことが望ましいと考える。 


